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旧PA-504，504（G，G2，S2，S3，R2，R3，Z，Z2） と互換 2ﾁｬﾈﾙ＆既設ｳｰﾌｧｰ PA-303J 構成と接続
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注：予備の １ﾁｬﾈﾙ はご要望に応じて、ｳｰﾌｧｰなどのﾌﾛﾝﾄとは別のｽﾋﾟｰｶｰに割り当てることができます。
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PA-303J 2ﾁｬﾈﾙ＆ ｳｰﾌｧｰ接続ｺｰﾄﾞ一覧





1A

2A ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ設置
2-1. ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗのｺｰﾄﾞはとりあえずは垂れ流しにしておく
2-2. ﾀﾞｯｼｭﾎﾞｰﾄﾞの上または運転席から操作しやすい場所にｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗｰを取り付ける

3A そのほかのﾕﾆｯﾄの設置場所の決定
3-1. ﾒｲﾝｱﾝﾌ： 座席の下
3-2. ｼｽﾃﾑｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ： ﾒｲﾝｱﾝﾌﾟの側近

4A

5A
ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾙｺｰﾄﾞの仕舞い込みと
ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗへの接続

5-1. ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗｰからﾒｲﾝｱﾝﾌﾟのRCｼﾞｬｯｸに向けて接続線を延ばす
5-2. 配線経路で、ｺｰﾄﾞが見えないように、｛車の構造物と構造物の隙間にｺｰﾄﾞを埋め込む｝ ｛ﾏｯﾄの下に仕舞い込む｝

配線経路で、ｺｰﾄﾞが足元や手元にはみ出ることがないよう、配線
5-3. 配線の仕舞い込みが終われば、ｻｳﾝﾄﾞｺﾒｲﾝｱﾝﾌﾟの ＲＣ 入力 へ、奥までしっかり差し込む

6A

7A
中継ｿｹｯﾄの
ｼｽﾃﾑｲﾝﾀﾌｪｰｽとﾒｲﾝｱﾝﾌﾟへの接続

中継ｿｹｯﾄ ＣＮ３０６Ｊ の矢型端子の；
7-1. ｛ B+，Gnd，Acc ｝ をｼｽﾃﾑｲﾝﾀﾌｪｰｽ２ｾｯﾄそれぞれの ｛ B+，Gnd，SC ｝ へ接続

２ｾｯﾄ目のｼｽﾃﾑｲﾝﾀﾌｪｰｽの ｛ B+，Gnd，Acc ｝ へは両端矢型端子の線で、並列接続
7-2, From Amp の ﾌﾛﾝﾄの ｛ L+，L-，R+，R- ｝ を フロンﾄ側ｼｽﾃﾝﾑｲﾝﾀﾌｪｰｽの ｛ L+，L-，R+，R- ｝ へ接続
7-3, to Speaker の ﾌﾛﾝﾄの ｛ L+，L-，R+，R- ｝ を フロンﾄ側ﾒｲﾝｱﾝﾌﾟの ｛ L+，L-，R+，R- ｝ へ接続

8A ｼｽﾃﾑｲﾝﾀﾌｪｰｽとﾒｲﾝｱﾝﾌﾟの接続
フロンﾄ側ｼｽﾃﾑｲﾝﾀﾌｪｰｽ と ﾌﾛﾝﾄ側ﾒｲﾝｱﾝﾌﾟの；
8-1. Power Out と DC電源入力 を付属の電源ｺｰﾄﾞで接続
8-2. Line Out とAUX入力 を付属のｵｰﾃﾞｨｵｺｰﾄﾞで接続

9A

10A

設置手順と方法 純正音質改善ﾓﾃﾞﾙ PA-303J



1B エンジンを起動する前の確認 1B-1. ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗｰｺｰﾄﾞからの接続線が ﾒｲﾝｱﾌﾟ の RC へ接続されていることを確認
1B-2． ﾒｲﾝｱﾝﾌﾟのモード切替ｽｲｯﾁが ４時 （右向き水平方向から右回りへ一段（または２段）（まr田は３段））
1B-3. ﾒｲﾝｱﾝﾌﾟと小型ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗのｽﾅｯﾌﾟｽｲｯﾁが左側

2B エンジンを起動して電源系統の確認 2B-1. ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗの緑ランプが数秒間点滅の後、連続点灯
（点灯しない場合はﾒｲﾝｱﾝﾌﾟの緑ﾗﾝﾌﾟの点灯を確認－－＞

点灯していればｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗｰとﾒｲﾝｱﾝﾌﾟの接続を再確認）
（ﾒｲﾝｱﾝﾌﾟの緑ﾗﾝﾌﾟが点灯していない場合－－＞電源ｺｰﾄﾞの接続を確認）

3B

4B

5B 純正ｼｽﾃﾑの再生音の
ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｻｳﾝﾄﾞｼｬｷｯﾄでの再生を確認

5B-1 純正側の再生音量を最大値の１/３ 程度とし、ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｻｳﾝﾄﾞｼｬｷｯﾄから、音量を制御できることを確認

6B 操作ﾂﾏﾐの機能確認 6B-1. 各種ﾎﾞﾘｭｰﾑとｽｲｯﾁの状態の確認 （以下、時刻表記は時計の短針の位置に相当）
Master Volume： 音量調節， Bass Tone： 低音調節 （推奨 10時～11時）

＊ Bass Tone： 低音調節 （推奨 10時～11時）
＊ Treble tone： 高音調節 （推奨 10時～11時）

＊＊ L/R Balance： ｱﾅｳﾝｽ と音楽の音質調整の自動と手動の兼ね合い （中央は自動，左ほど強制音楽，右ほど強制ｱﾅｳﾝｽ ）
（ﾀｲﾑｱﾗｲﾒﾝﾄの設定と共用です）

Surround： 音場の左右の広がり感の調節 （通常 9時～10時）（ ﾓﾉﾗﾙの楽曲には効果はありません ）
Load Noise Response： ﾛｰﾄﾞﾉｲｽﾞ対応音量音質の調節（推奨 11時 ） （車体、設置条件，好み によって満足な状態にｾｯﾄ ）

（注意： 運転に支障のない範囲で行ってください。特に、慣れていない間はﾊﾟｰｷﾝｸﾞ中に操作
＊＊＊Mode： 各種設定のための１６通りの切り替えｽｲｯﾁ（通常はﾎﾟｼﾞｼｮﾝ3時の位置）， ｽﾅｯﾌﾟｽｲｯﾁ： X側 （左）

ﾀｲﾑｱﾗｲﾒﾝﾄ： ﾓﾉﾗﾙ信号（ﾗｼﾞｵ放送）を再生、ﾎﾟｼﾞｼｮﾝを9時、ｽﾅｯﾌﾟｽｲｯﾁをＹ側（右側）とし、5秒経過後、
S/M のﾂﾏﾐで音の方向調節、ｽﾅｯﾌﾟｽｲｯﾁをＸ側（左）に戻す

＊ ： 小型ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗの LEF は（ﾒｲﾝｱﾝﾌﾟで設定の Bass，Treble の比率で） 低音高音同時可変 となる
＊＊ ： L/Rﾊﾞﾗﾝｽは常時ﾒｲﾝｱﾝﾌﾟ側で設定 小形ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ側からの制御はできない
＊＊＊： Mode は ﾛﾀﾘｽｲｯﾁは常時ﾒｲﾝｱﾝﾌﾟ側で設定、小型ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ側からの制御はできない
6B-2. 補足説明；

L/Rの音量ﾊﾞﾗﾝｽはﾒｲﾝｱﾝﾌﾟ側で調整 （ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗからは調整できません）
ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗを接続した状態で、ﾒｲﾝｱﾝﾌﾟの低音と高音の調整は、低音と高音の比率を決定します
ﾒｲﾝｱﾝﾌﾟで設定された低音と高音の比率のまま、ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄｴﾛｰﾗの LEF（臨場感） 調整ﾎﾞﾘｭｰﾑjで音質を調整します



7B 純正ｼｽﾃﾑの再生音を
適正な音量で再生する設定

7B-1. 聞き慣れた楽曲や低中高音でﾊﾞﾗﾝｽの良い楽曲を再生－－＞適正音量音質、好みの状態に調節
7B-2. 左右の音量ﾊﾞﾗﾝｽの調節： ﾆｭｰｽを再生し、音が正面から聞こえるようL/R Balanceを調節（右ﾊﾝﾄﾞﾙの場合、11時前後）
7B-3. ﾀｲﾑｱﾗｲﾒﾝﾄの調節：ﾆｭｰｽを再生し、MODE 0，ｽﾅｯﾌﾟｽｲｯﾁ右Ｙ側、5秒後 S/M Toneを回し、音が正面から聞こえるよう調節，

ｽﾅｯﾌﾟｽｲｯﾁを左Ｘ側に戻す
7B-4. ｻﾗｳﾝﾄﾞの調節： 好みの状態に

9b ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ中での音質確認 8B-1. ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｻｳﾝﾄﾞｼｬｷｯﾄのﾏｽﾀｰﾎﾞﾘｭｰﾑを10時とする
8B-2. ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｻｳﾝﾄﾞｼｬｷｯﾄの再生音量が適正音量となるよう、純正ｼｽﾃﾑの再生音量を選択
8B-3. その後の再生音量はﾀﾞｲﾅﾐｯｸｻｳﾝﾄﾞｼｬｷｯﾄのﾏｽﾀｰﾎﾞﾘｭｰﾑで調節

（ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｻｳﾝﾄﾞｼｬｷｯﾄの再生音が｛歪む．音割れ｝－－＞純正側音量を下げる ）
（ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｻｳﾝﾄﾞｼｬｷｯﾄの再生音に｛ ﾁﾘﾁﾘ，ｻﾞｻﾞ ｝ とﾉｲｽﾞが入る－－＞純正側音量を上げる）

8B-4. 純正側で再生したい場合はｼﾞｭﾆｱｻﾗｳﾝﾄﾞｼｬｷｯﾄの音量を絞り、純正側の音量を上げる。

8B 走行中での音量音質確認 9B-1. 停止中、常々聞いている音量にｾｯﾄ
9B-2. 走行中、最も右のﾛｰﾄﾞﾉｲｽﾞ対応音量音質調整ﾂﾏﾐで、

走行速度や路面状態によって大きく変化するﾛｰﾄﾞﾉｲｽﾞの中で、最適音量音質に調節（その後は固定｝
一度設定しても、慣れの度合いによって、さらに自然にしたい、と感じます。その時は再調節します。
何度か試みて最適のﾎﾟｼﾞｼｮﾝを選びます。

（ 注意： 慣れない間、運転中の音量が気になりますが、運転を最優先にしてください ）
（ 注意： 楽曲によって、放送は電波の状態によって、音量が変わりまます。 この場合はﾏｽﾀｰﾎﾞﾘｭｰﾑで調節します）

10B ｱﾅｳﾝｽと音楽の音質確認 10B-1. S/M Tone のﾂﾏﾐを12時とし、楽曲とｱﾅｳﾝｽとの再生音質を比べます。
12時の位置はｱﾅｳﾝｽと音楽の自動判定による自動音質制御です。
音質を自動ではなく手動選択にしたい場合、

12時から左に廻すほど手動での音楽向きの音質になります。
中間は固定の｛音楽音質またはｱﾅｳﾝｽ音質｝と自動とを案分します。12時に近いほど自動調節に任せます。

（自動の場合、映画や天気予報など、BGMが入っていると、音楽音質傾向になります。）

11C 各操作ﾂﾏﾐの
有効的な使い方

目を向けなくても、指先の感覚で場所と角度を調節できるように。
11C-1. ﾏｽﾀｰ

必要にお応じて都度操作。
11C-2. Bass Tone，Treble Tone

好みの低音感と高音感にバランスよく調節 （ﾒｲﾝｱﾝﾌﾟ側で設定，小型ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ側からは双方同時）
11C-3. LEF

楽曲の臨場感を調節 （ﾒｲﾝｱﾝﾌﾟ側で設定された低音と高音のﾊﾞﾗﾝｽのままそのﾐｯｸｽされた臨場感の調節 ）
11C-4. Surround

好みによって、楽曲によって、左右の広がり刊を調節。録音状態によっても効果が異なります。
ﾓﾉﾗﾙ放送の場合は機能しません。

11C-5. Load Nose Response
走行騒音中での快適なﾘｽﾆﾝｸﾞを提供する機能です。
数回の調整で、最適の状態にｾｯﾄできます。



ご使用に際して

運転中のﾘｽﾆﾝｸﾞで、
前方から音が聞こえること、
ﾛｰﾄﾞﾉｲｽﾞに対応して音量音質が最適状態に自動調節されること、
ｺﾝﾄﾛｰﾗの操作ﾂﾏﾐが多いこと、
など、これまでのｶｰｵｰﾃﾞｨｵとは音質の感じ方や操作方法が大きく違います。
数回の運転で慣れますが、
使い始めはくれぐれもご注意くださいまして、運転に集中くださいますよう。

いろいろな楽曲でお試しくださいますよう。

何かと、お気づきの点がありましたら、下記までご連絡くだされば、と存じます。

ｻｳﾝﾄﾞｻｲｴﾝｽ株式会社
郵便番号 770-8041 徳島市上八万町西山４３６番地

0886-44-2222 ｗｅｂ_ｓｕｐpｏｒｔ@sｏｕｎｄｓｃｉｅｎｃｅ.co.jp


